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1. 電子顕識鏡によ各人卵管粘膜上皮細胞の親察 洗 4回→20%硝酸銀20--40分間， 2回(暗所〉→フ
三原正章〈第二解剖〉 ォルマ!1:/'2容に水道水5容を加えた液で洗糠4回 
1%オスミウム液で人卵管粘膜上皮を固定後，電 →穏紙で吸取→アンモニア性銀 10~ 15分間， 4回
顕により観察し次の如き結果を得た。(電灯に近接)(製法:20%硝酸銀に強ア yモニア水。Mikrosomen:原形質のいたるところに犬小
種々なる大きさの頼粒として存在し，Mikrosomen-
fadenをもって相連繋せる像を示してし、る。 
2) Mitochondria: 形は円形，楕円形及び長樺
形で大小種々なる大きさのものが存在し，横断，縦
断，斜断された像を示してし、る。核と遊離面との聞
に多く存在する様に思われる。これ等の Mitochon-
driaは Cristaemitochondrialesの構造を示し
ている。 limitingmenbran，internal ridges， 
Mitochondriaの内部には細胞原形質と電子密度の
異なる Matrixを観察した。 
3)線毛: 中心軸糸と数本の側軸糸が存在し，遊
離線毛に於いては両軸糸は突起により連絡してお
り，横断面では菊花状を呈する。基底小休は原形質
膜直下に存在し，根部周辺は電子密度が高く中心部
は{まし、。線毛根線維には横縞模様を認める。
め Microvilli: 無線毛細胞の遊離表面には線毛
と異なる Microvi1liが存在し，内部に Mikroso・
men及び頼粒を認める。
2. Bielschowsky氏神経線維鍵銀法のー改良
永野俊雄(第二解剖〉
鍍銀染色法は車邸哉に銀を浸み込ませこれを還元す
るので，その染色機序は写真の現像作用に比するこ
とが出来る。そこで写真現像に際しての増感剤，そ
の他の薬剤を Bielschowsky-Gros氏法の前処置
として用いて，比較的好結果を得たので報告する。
組織を 10%中性フォルマリシに 10日間以上固定
しセロイヂy包埋叉は凍結切片としたものについ
を滴下して沈澱の消えるまで加える〉→アンモニア
水 1容に蒸溜水4容の液， 2分間→氷酷酸 1容に蒸
溜水5容の液， 1分間→ 0.1%塩化金 10--15分間， 
l回→ 10%チオ硫酸リー〆， 5分間→水洗→アルコ
ール→カルボ{ルキシロ{ル→キシロール→パルサ
ム封。
フォルマリシ液洗後に清浄な穏紙で、なるべく吸取
るとアンモニア性銀へのフォルマリユ/の混入を防
ぎ，また，セロイヂン切片の場合はセロイヂyの共
染がさけられる。浸銀は暗所で行い，アシモニア性
銀浴は電灯に近接して行うと温度と光が作用して好
結果をもたらす。 
3. とのさま蜂腰細胞の電子顕徳鏡的観察
大島一良，小木曾喜美(第二解剖〉
種々の状態に於けるとのさま蛙のパyグレアスを
用いて実験した。即ち 2%オスミッグ固定のもとに
電顕的超薄切片を作製した。細胞質内に多数の分泌 
頼粒及び大なるミトコシドリアを認め，其の形は円
形，精円形，長樗状，分l段状等種々あるが，切片が 
充分に薄L、と横縞，即ち cristaemitochondriales 
が多数明瞭に出現するが，叉長軸の方向に排列する
念珠状排列頼粒列線維或いは頼粒の充満せる状態を
認める事もある。之れは所謂ミグロゾ{メシカミミト
コニ/ドリアの内部に存する像であると思う。ミトコ
ンド Pアの表面は被膜により覆われているものを発
見する事があるが，之れは必ずしも常に存在するに
は非ず此の膜は肥厚せる空胞状頼粒の連続せる事に
よりて形成せられる状を観察する。此のミトコンド
て厚さ 20μの切片を使用して実験した。!1ア膜の現わるふ時は核膜も同様の穎粒によりて形
尿素を 10%中性フォルマ Fシに 1%に溶かした 成さる L状態を見るを常とす。而して斯の知き被膜
液及び 0.5~るペンゾト P アゾール水溶液に 12 ，_. 24 は時にミトコシドリアの表面より剥離し細胞質内に
時間前処置したものが最も良好で、あった。両方の薬
剤での前処置について優劣はないがベシゾトリアゾ
戸ル処置の方が核が濃染する様で、ある。
私の方法を要約すれば次の通りである。
厚さ 20μ切片→蒸溜水数分間→前処置→蒸溜水
長線維状をなして遊離せるを発見する。ミトコシド
リアとは別に細胞質内にはその数に於て比すべくも
なき{立多数に小額粒ミクロゾ{メンの充満せるを発
見す，但しミトコシド Pアとの聞に移行型と覚しき
ものは見出されず，小なるミクロゾーメン頼粒にも
